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た
し
か
に
こ
の
字
は
元
の
漢
字
が
女
偏
だ
か
ら
、「
め
」
に
似
て
い

る
と
思
う
の
は
成
り
立
ち
か
ら
言
っ
て
も
正
し
い
ね
。
元
の
字
は

「
婦
」
で
、「
ふ
」
だ
よ
。

「
く
」の
左
は
ま
た「
か
」だ
ね
。
そ
の
下
は「
く
」に
も
見
え
る
け
ど
、

最
後
の
と
こ
ろ
で
右
か
ら
左
に
ぐ
っ
と
曲
が
る
か
ら
、
ひ
ょ
っ
と

し
て
「
ら
」
？

す
ご
い
じ
ゃ
な
い
か
。そ
の
と
お
り
。「
か
ら
」の
す
ぐ
左
も
、ち
ょ
っ

と
縦
長
だ
け
ど
こ
れ
で
一
文
字
で「
に
」。
元
の
漢
字
は「
耳
」だ
よ
。

「
耳
」
？
「
み
み
」
が
な
ん
で
「
に
」
な
の
？

呉
音
と
呼
ば
れ
る
、
古
く
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
読
み
方
だ
と
「
耳
」

は
「
に
」
と
読
ま
れ
る
ん
だ
よ
。
さ
あ
、
こ
れ
で
上
の
句
が
読
み

終
わ
っ
た
ね
。「
あ
た
ゝ
か
い　

な
た
の
し
ほ
か
せ　

ふ
く
か
ら

に
」。
昔
は
濁
点
を
使
わ
な
い
こ
と
も
多
い
か
ら
、
濁
点
を
補
っ
て

漢
字
を
当
て
は
め
る
と
「
暖
か
い
灘
の
潮
風
吹
く
か
ら
に
」
か
な
。

さ
あ
、
次
の
七
音
は
も
う
読
め
る
字
も
多
い
ん
じ
ゃ
な
い
？

 

濁音を表わす際に必ず濁点をつける、という表記法は、それほど昔から普及していたわ
けではありません。文字を書く時に清音と濁音を書き分ける習慣は、明治以後の教育に
よって少しずつ定着していったもので、それまでは濁音であっても濁点を用いない表記
も広く行われていました。そのため、今回の資料のように、文脈を判断して必要な場合
には、読み手が濁点を補って読む必要があります。

ただ、使用されない場合が多く見られるとはいえ、濁点は江戸時代以前から使われるこ
ともありました。『江戸名所はんじもの』では、4 枚の葉にそれぞれ濁点を付けて「芝」
を表わしており、江戸時代には濁点をつけることによる音の変化は広く認識されていた
ようです。

濁点と濁音 ゛

婦

良
耳

『江戸名所はんじもの』（部分）
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1304030

可

な
た
の
し
ほ
か
せ
？

な
だ
の
し
お
か
ぜ
？
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え
ー
っ
と
、「
つ
ほ
…
も
…
ら
く
」。
残
る
は
あ
と
二
文
字
だ
！

そ
う
そ
う
、
も
う
ち
ょ
っ
と
。
わ
か
ら
な
い
二
文
字
の
上
の
方
は

「
み
」
で
元
の
漢
字
は
「
美
」、
下
は
「
ひ
」
で
元
の
漢
字
は
「
飛
」

だ
よ
。

「
ひ
」
は
な
か
な
か
想
像
が
つ
か
な
い
な
あ
。
で
も
こ
れ
で
全
部
だ

ね
。「
つ
ほ
み
も
ひ
ら
く
」
…
「
蕾
も
開
く
」
か
。
つ
な
げ
て
読
む

と
「
暖
か
い
灘
の
潮
風
吹
く
か
ら
に
蕾
も
開
く
梅
の
折
枝
」
だ
。

や
っ
た
ね
、
お
疲
れ
さ
ま
。

う
ん
、
こ
れ
で
ス
ッ
キ
リ
し
た
よ
。
あ
れ
、
で
も
梅
は
出
て
く
る

け
ど
イ
ナ
ダ
と
フ
グ
は
ど
こ
？

気
が
付
か
な
い
か
な
、「
あ
た
ゝ
か
い
な
た

0

0

0

の
し
ほ
か
せ
ふ
く
0

0

か
ら
に
」

本
当
だ
、
隠
れ
て
た
！　

そ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
!!　

浮
世
絵
は

絵
だ
け
で
も
綺
麗
だ
け
ど
、書
か
れ
て
い
る
文
字
が
読
め
る
と
も
っ

と
面
白
い
ね
。 本

良

美
飛

次回予告

『教訓いろはたとゑ』より
「と・餝間宅兵衛／ち・梅王女房はる」
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1311234

がんばるぞ！

（
絵
・
正し
ょ
う
ぼ保 
五さ
つ
き月
）

イナダは出世魚。

  大きくなると

   ブリと呼ばれるよ。

ワカシ

イナダ

ブリ

３月号では、国立国会図書館が所蔵す
るかるたのような錦絵を素材として、
変体仮名の読み方を学んでいきます。
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世
界
中
の
図
書
館
が
協
力
し
あ
い
、
共
通
の
問
題
を
解
決
し
、
図
書
館

の
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
存
在
、
そ
れ
が
国
際
図
書
館
連
盟
、
通
称
Ｉ

Ｆ
Ｌ
Ａ
で
す
。

　

毎
年
開
催
さ
れ
る
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
年
次
大
会
で
は
、
世
界
中
か
ら
多
く
の
図

書
館
員
が
集
ま
り
、
図
書
館
に
関
す
る
多
く
の
課
題
に
つ
い
て
最
新
の
知

見
を
情
報
交
換
し
、
議
論
を
交
わ
し
ま
す
。

　

今
年
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
第
四
の
都
市
、
美
し
く
文
化
的
な
街
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
の
メ
イ
ン
会
場
は
「
百
周
年
記
念
ホ
ー
ル
」。

１
９
１
３
年
建
築
の
世
界
遺
産
で
す
。

　

世
界
１
４
０
か
国
、
１
３
０
０
以
上
の
機
関
か
ら
、
約
３
１
０
０
人
が

参
加
し
、
期
間
中
は
、
分
科
会
等
に
よ
る
多
数
の
公
開
セ
ッ
シ
ョン
の
ほ
か
、

各
国
図
書
館
団
体
や
関
連
企
業
等
が
出
展
す
る
展
示
会
や
、
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
年
次
大
会
に
合
わ
せ
、
国
立
図
書
館

長
会
議
（
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
）
や
、
関
連
す
る
行
事
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

国
立
国
会
図
書
館
（
Ｎ
Ｄ
Ｌ
）
は
、
今
年
も
派
遣
団
を
組
織
し
、
３０

以
上
の
委
員
会
、
分
科
会
等
に
出
席
し
、
議
論
や
発
表
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　

私
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
、
現
地
で
図
書
館
員
が
国
や

地
域
、
館
種
を
越
え
て
協
力
し
、
積
極
的
に
社
会
に
向
け
て
発
言
・
行

動
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
図
書
館
や
図
書
館
員
の
社
会
的
な
意
義
を
自
ら

定
義
し
て
い
こ
う
と
い
う
活
気
に
満
ち
た
空
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

　

今
回
の
記
事
で
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
職
員
が
委
員
と
し
て
活
躍
す
る
分
科
会

の
テ
ー
マ
な
ど
を
中
心
に
、
職
員
が
感
じ
た
こ
と
の一端
を
紹
介
し
ま
す
。

�

（
総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課　

熊
倉
優
子
）

2017 ( 平成 29 ) 年 8月19日( 土 )～ 25日( 金 )
ヴロツワフ（ポーランド）

百周年記念ホール

第83回
ＩＦＬＡ年次大会
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今年の国立図書館長会議のテーマは「大陸やコミュニ
ティを繋ぐ国立図書館（National Libraries Connecting 
Continents and Communities）」でした。図書館資料
のデジタル化の状況から、データの標準化や共有化につ
いて議論されたのは当然ですが、図書館にとって「繋ぐ」
とは何を意味するかを改めて考えさせられました。
図書館とは、文化や歴史や価値観を異にする人々にとっ
て、お互いを理解し合う資源の保存と供給源としての役
割も担っているのかもしれません。

国立図書館

団長・羽入佐和子
（館長）

国立図書館長会議（CDNL）は、44か国から81 名が参加。明るく開放的
な四円蓋展示館で行われました。

カタール国立図書館のオープニングのお祝い動画にコメント
を求められて、急遽出演。

IFLA 会長（当時）シーダーさん、現会長ペレス・サルメロンさん、CDNL 議長（当時）フィ
ンランド国立図書館長エクホルムさん、IFLA 事務局長ライトナーさんと。

現在 IFLA では、図書館の将来像プロジェクトともいえる
“IFLA Global Vision”を実施しています。これはグローバル
化の中での図書館の本質的な在り方を問う企画で、世界各
国から意見を聴取しています。今回の大会でも、CDNL で
参加者の意見を問う機会がもたれました。そこでの回答内容
で印象的だったのは、変化を恐れないことや孤立しないこと
の重要性が強く意識されていることでした。

ヴロツワフ市内
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議会図書館

プレコンファレンスでは、NDL で実施している「政策
セミナー」について発表する機会を得ました。各国か
らの報告やその後の討論を通じて、議会のための調
査サービスにおいても、調査の成果をいかに発信し
ていくかが世界共通の課題になっていると感じました。

中南米やアフリカからの報告も比較的多
く、自分にとっては馴染みの薄い地域にお
ける議会関係者の画期的な取組を知るこ
とができました。
意見交換の場での「議員が調査員の話に
耳を傾けてくれるよう、日常的に信頼関係
を築くことが大切だ」という指摘も印象的
でした。

奥山裕之
（調査及び立法考査局調査企画課長）

議会のための図書館・調査サービス
分科会常任委員

萩原真由美
（調査及び立法考査局財政金融課）

IFLA 本会合に先立ち、ポーランドの首都ワルシャワでプレコンファレンス。
ポーランド議会上院の議場を使っての会議です。（議会図書館分科会プ
レコンファレンス）

ヴロツワフと私
私は大学でポーランド語を専攻していたので、ポーランド
語を仕事で使うのが学生時代の夢でした。ヴロツワフは
1 年間のポーランド留学の締めくくりの小旅行で訪れた街
です。今回、このような貴重な機会を得て、再訪できたこ
とを大変嬉しく思います。17 年振りのヴロツワフは若い
世代のエネルギーに溢れ、居心地のいい映画館や劇場
のある、文化的な街になっていました。(熊倉）

ワークショップ、グループディスカッション等
では、不偏不党であるべき調査サービスで、
自らの見解を述べることがどこまで可能かとい
うテーマが話題になり、多くの参加者と議論
したことも強く印象に残っています。
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児童・ヤングアダルト

IFLA総会

今年から常任委員を務めています。
単に本を貸し出し、読書活動を推進しているだけという図
書館は少なく、特にヨーロッパ各国では、移民受入れによっ
て生じている厳しい状況に対応し、基本的人権として情報
へのアクセスを保障すべく、ICT 技術習得のための講習
会や妊婦教室、食育教室など、さまざまなプログラムが
提供されている現実を知りました。
また、日本のマンガ・アニメの普及度合いと高い評価に
も驚きました。ヴロツワフ市立図書館の分館のひとつであ
る、ヴロツワフ中央駅図書館では、500 冊の日本のマン
ガが所蔵されているとのことです。入口から入ってすぐの
一番目立つ場所に排架されていました。

中島尚子
（国際子ども図書館企
画協力課）
児童・ヤングアダルト
分科会常任委員

分科会委員で記念撮影

児童・ヤングアダルト分科会の交流会（非公式
プログラム）が行われたヴロツワフ市立図書館。

ＩＦＬＡ総会にも参加。団長代理として投票しましたが、
大変に緊張しました。

NDL はＩＦＬＡの資料保存に関する戦略プログラム PAC の
アジア地域センターとして、アジアにおいて中心的な役割
を果たしています。
今後、アジアの図書館にどのように貢献していくのか、研
修生受入の体制の整備を含め、引き続き取り組んでいか
なければならない課題であると感じました。

資料保存
大島薫

（収集書誌部司書監）

資料保存分科会常任委員/
資料保存戦略プログラム（PAC）
アジア地域センター長

市内からIFLA 会場まではトラムで通います。IFLA 参加者は、
名札をさげていればトラムが無料！ トラムの中では「首からさげて
いる赤いのはなんなんだ」とよく聞かれました。

ヴロツワフ市内には、いたるところ
に小人の像があります。
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ポスターセッション 日中韓の文化・学術資源を対象としたポータルサイトの構築について、韓
国国立中央図書館主務官のキム・ヒョノク（金賢玉）さんとポスター発表
を行いました。
こうした地域統合ポータルは欧州でのヨーロピアナの取組みが有名ですが、
こちらは日中韓 3 か国の国立図書館による取組みです。
会場を訪れた各国の図書館関係者から、メタデータのリンクト・データとし
ての公開や将来の地域統合ポータル間の連携の可能性など様々な質問を
受け、大いに刺激を受けました。

町屋大地
（電子情報部電子情報サービス課）

韓国国立中央図書館の金さん、羽入館長と。 50か国から188 点のポスターが参加。

書誌・目録私は、この夏、常任委員デビューを果たし
ました。初めての常任委員会の会合には、
Skype（ウェブ会議）を通じて日本から参加
しました。会合では、新任委員の紹介（名
前を呼ばれ、手を振って応えました！）やこ
の一年間の分科会の活動報告、進行中のプ
ロジェクトへの参加の呼びかけ等がありまし
た。Skype では、ところどころ音声が聞こえ
ないハプニングもありましたが、チャットによ
る会話も行いつつ、なんとか話題についてい
くことができました。積極的に議論に参加す
るには、"face-to-face" が一番ですが、今回、
画面越しでも、会場の活発な雰囲気を少し味
わうことができました。

全国書誌の整備が追い付かない国や地域のために、また図書館
内外の様 な々立場のユーザに使っていただくために、書誌分科会
では全国書誌のコモンプラクティスを鋭意作成中です。私も新たに
編集担当に加わりました。
今年の書誌・目録関連トピックのうち、目玉の一つは IFLA-LRM

（Library Reference Model）のお披露目でした。IFLA-LRM は、
いわば、利用者目線で、図書館の目録データに求められる機能や
役割についてモデル化されたものです。今後、この新しいモデル
を採り入れた図書館の目録サービスが広がれば、利用者の皆さん
に、自分が必要な情報や資料をより効率的に検索・入手していた
だけるのではないかと期待しています。

津田深雪
（収集書誌部収集・書誌調整課）

書誌分科会常任委員

柴田洋子
（収集書誌部収集・書誌調整課）

目録分科会常任委員

オソリネウム図書館の敷地内でVIAF 評
議会会議が開催され、典拠データを提
供する各国の機関が集まりました。

Skypeを通じて
ミーティングに参加中 ！

（写真画面内下）
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IFLA東京大会 in1986

27日に国立図書館長会議（CDNL）。30か国の館長もしくは副館長が参加

　

１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
８
月
24
日
か
ら
29

日
ま
で
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
東
京
大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
日
本
で
開
か
れ
た
の
は
初
め
て
、
ア
ジ
ア

で
は
１
９
８
０
年
の
マ
ニ
ラ
に
次
い
で
二
度
目

で
し
た
。

　

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
国
内
委
員
会
、
日
本
図
書
館
協
会

が
主
催
し
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
後
援
団
体
と
し
て
協
力

し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
ホ
ス
ト
と
な
っ
て
、
Ｃ

Ｄ
Ｎ
Ｌ
と
議
会
図
書
館
分
科
会
を
開
催
。
そ
の

ほ
か
、
分
科
会
の
懇
談
会
・
見
学
会
や
、
参
加

者
向
け
の
施
設
見
学
会
、
地
図
の
展
示
会
な
ど

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｄ
Ｌ
と
し
て
は
、
９
月
１
日
に
新
館
全
面

開
館
を
控
え
、
９
月
12
日
に
は
館
長
が
交
代
す

る
と
い
う
、
非
常
に
慌
た
だ
し
い
時
期
で
し
た
。

で
き
た
ば
か
り
の
新
館
を
こ
の
よ
う
な
一
大
イ

ベ
ン
ト
で
披
露
で
き
た
の
は
誇
ら
し
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

大
会
の
テ
ー
マ
は
「
21
世
紀
へ
の
図
書
館
」

で
し
た
。
当
時
の
本

※

誌
に
よ
る
と
、
議
会
図
書

館
分
科
会
の
館
内
見
学
で
は
〝
電
子
計
算
機
室
〟

に
強
い
関
心
が
集
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
と

き
議
論
さ
れ
た
こ
と
、
期
待
さ
れ
た
こ
と
は
、

21
世
紀
に
な
っ
た
今
、
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。

26日に議会図書館分科会。テーマは「議会図書館を結ぶ国際コミュニケーションの将来」

大会参加者のための見学会。各国語別の
案内を用意しました

江戸期地図の展示会 地図・地誌分科会参加者との懇談会

データ入力の様子を見学

※
３
１
０
号
（
１
９
８
７
年
１
月
号
）

英語
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全
国
書
誌
と
は
？

先
生
：
や
あ
、
カ
ー
ネ
。
新
し
く
な
っ
た
ば
か
り
の
サ
ー
ビ

ス
に
よ
く
気
づ
き
ま
し
た
ね
。
で
は
今
回
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｂ
ｉ
ｂ
で
提
供
す
る
書
誌
デ
ー
タ
の
基
盤
と
な
る
「
全
国

書
誌
」
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

カ
ー
ネ
：
は
ー
い
。
ぼ
く
全
国
書
誌
っ
て
、
聞
い
た
こ
と
あ

る
よ
！　

日
本
で
出
版
さ
れ
た
出
版
物
ぜ
ん
ぶ
の
リ
ス
ト

の
こ
と
だ
よ
ね
。
本
屋
さ
ん
に
い
く
と
い
つ
も
新
し
い
出

版
物
が
で
て
い
る
か
ら
、
す
ご
い
量
に
な
る
よ
ね
。

先
生
：
そ
う
で
す
ね
。
で
も
実
は
そ
れ
以
外
に
も
、
会
社
の

社
史
や
美
術
館
の
図
録
の
よ
う
に
一
般
の
書
店
で
は
売
ら

れ
て
い
な
い
出
版
物
も
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
よ

（
１
）。
そ
れ

ら
も
含
め
て
、
日
本
で
出
版
さ
れ
た
出
版
物
を
も
れ
な
く

国
立
国
会
図
書
館
（
以
下
Ｎ
Ｄ
Ｌ
）
が
集
め
る
よ
う
、
国

立
国
会
図
書
館
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
う

や
っ
て
収
集
さ
れ
た
出
版
物
の
記
録
が
全
国
書
誌
で
す
。

世
界
各
国
で
も
、
主
に
国
立
図
書
館
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

出
版
物
を
集
め
て
、
全
国
書
誌
を
作
っ
て
国
民
に
知
ら
せ

て
い
る
ん
で
す
よ
。

カ
ー
ネ：
へ
え
え
。そ
れ
っ
て
僕
で
も
見
ら
れ
る
の
か
な
あ
？

資
料
を
探
す
た
め
に

先
生
：
カ
ー
ネ
は
、
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
（
以
下
、
Ｎ

Ｄ
Ｌ
サ
ー
チ
）
や
国
立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
等
を

使
っ
て
、
図
書
や
雑
誌
を
探
し
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ

う
？

カ
ー
ネ
：
は
い
！

第 11 回

こんにちワン、カーネ（CANE）です。
1 月から NDL-Ｂｉｂっていうものができたみたいだけど、一体なんだろう？
書誌データに関係があるみたい。先生に聞いてみよう！

変わりゆく全国書誌データ提供
―使えるデータであるために

書誌調整
What's

ふ
た
た
び

カーネ

？
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先
生
：
そ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
の
が

全
国
書
誌
デ
ー
タ
な
の
で
す
。
カ
ー
ネ
も
知
ら
な
い
間
に

使
い
こ
な
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
も
ち
ろ
ん
1
月
に
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
た
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｂ
ｉ
ｂ
も
同
様
で
す
。 

そ
う
い
え
ば
、
カ
ー
ネ
は
ご
近
所
の
図
書
館
の
蔵
書
検
索

シ
ス
テ
ム
も
使
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
も
し
か
す

る
と
そ
の
シ
ス
テ
ム
で
も
全
国
書
誌
デ
ー
タ
が
使
わ
れ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

カ
ー
ネ
：
Ｎ
Ｄ
Ｌ
以
外
の
図
書
館
で
も
全
国
書
誌
デ
ー
タ
を

使
う
こ
と
が
あ
る
の
？

先
生
：
は
い
。
全
国
書
誌
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
各

図
書
館
で
は
一
か
ら
目
録
を
作
成
す
る
手
間
が
省
け
ま

す
。
分
類
等
も
付
与
さ
れ
て
い
て
情
報
量
が
豊
富
な
ん
で

す
よ
。

図
書
館
シ
ス
テ
ム
で
の
全
国
書
誌
デ
ー
タ

の
利
用
方
法

カ
ー
ネ
：
へ
え
え
。
じ
ゃ
あ
、
図
書
館
で
は
ど
う
や
っ
て
そ

の
デ
ー
タ
を
も
ら
っ
て
い
る
の
？

先
生
：
図
書
館
の
蔵
書
管
理
シ
ス
テ
ム
で
全
国
書
誌
デ
ー
タ

を
利
用
す
る
方
法
は
、次
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
（
次
ペ
ー

ジ
参
照
）。

カ
ー
ネ
：
ふ
ん
ふ
ん
。
図
書
館
で
働
く
人
に
と
っ
て
は
、
全

国
書
誌
デ
ー
タ
が
簡
単
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん

だ
ね
。

先
生
：
便
利
に
な
っ
た
の
は
図
書
館
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
は

な
い
ん
で
す
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
サ
ー
チ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
個
人
の

パ
ソ
コ
ン
上
で
も
使
え
る
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
利
用
し
た
便
利
な

ツ
ー
ル
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
と
い
う
と
難
し

そ
う
だ
け
ど
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
で
き
な
く
て
も
、
こ

う
し
た
ツ
ー
ル
を
使
え
ば
簡
単
に
文
献
リ
ス
ト
を
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
２
）。

カ
ー
ネ
：
僕
で
も
で
き
る
か
な
？　

試
し
て
み
る
ワ
ン
!!

図
書
館
か
ら
ウ
ェ
ブ
の
世
界
へ

カ
ー
ネ
：
と
こ
ろ
で
先
生
、
ウ
ェ
ブ
上
で
読
め
る
本
も
全
国

書
誌
デ
ー
タ
に
入
っ
て
い
る
の
？

先
生：
Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
収
集
し
た
も
の
を「
全
国
書
誌（
電
子
書
籍
・

電
子
雑
誌
編
）」と
し
て
公
開
し
て
い
ま
す

（
３
）。
今
の
と
こ
ろ
、

件
数
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
対
象
は
徐
々
に
増
え
て
い

く
で
し
ょ
う
。 

図
書
館
で
扱
う
資
料
の
範
囲
が
ウ
ェ
ブ
上
の
情
報
に
広
が

る
と
と
も
に
、
書
誌
デ
ー
タ
の
形
も
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
書
誌
デ
ー
タ
を
図
書
館
間
で
交
換
す
る
際
に
は
、
長

ら
く
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
形
式
が
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
で
す
が
、

最
近
で
は
、
図
書
館
の
世
界
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ウ
ェ
ブ
上

で
広
く
書
誌
デ
ー
タ
を
共
有
し
よ
う
と
い
う
取
組
み
が
進

ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
サ
ー
チ
の
書
誌
デ
ー
タ

も
、
よ
り
多
く
の
機
関
に
と
っ
て
ウ
ェ
ブ
上
で
共
有
し
、

再
利
用
し
や
す
い
よ
うLinked D

ata

で
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
し
い
解
説
が

▼昭和23（1948）年

平成19（2007）年▲

▼平成14（2002）年

平成24（2012）年▲

▼平成25（2013）年

▼平成24（2012）年 ▼平成30（2018）年

＜冊子体＞ ＜HTML版（ホームページ）＞ ＜各種サービスからのデータ提供＞

全国書誌データの提供方法の変遷

全国書誌は長らく冊子体として刊行されていましたが、現在では、データそのものを提供するよう、提供方法が変わってきています。
これにより、システムに取り込んで蔵書の管理に活用したり、また、利用者が自分でリストに加工したりしやすくなりました。また、全
国書誌データを迅速に入手したいというニーズに応えて、出版物がＮＤＬに到着してから約 4日後に、作成中の書誌データを新着書誌
情報として公開しています。
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あ
り
ま
す
の
で
、
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
（
４
）。

カ
ー
ネ
：
は
ー
い
。

先
生
：
全
国
書
誌
デ
ー
タ
は
日
本
の
出
版
状
況
、
ひ
い
て
は

社
会
や
文
化
活
動
を
反
映
す
る
鏡
の
よ
う
な
存
在
で
す
。

新
し
い
出
版
形
態
や
技
術
の
進
歩
に
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
か

ら
も
、
全
国
書
誌
デ
ー
タ
の
形
や
提
供
方
法
は
、
変
化
し

続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

カ
ー
ネ
：
全
国
書
誌
デ
ー
タ
は
、
図
書
館
で
本
を
探
す
人
に

も
、
図
書
館
で
働
い
て
い
る
人
に
も
、
ウ
ェ
ブ
上
で
資
料

を
探
す
人
に
も
、
役
に
立
つ
ん
だ
ね
。
先
生
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
収
集
書
誌
部
収
集
・
書
誌
調
整
課　

篠
田　

麻
美
）

1	 NDL-Bibの「全国書誌データ提供サービス」の画面（https://ndl-bib.
ndl.go.jp/F?func=find-c-0&local_base=gu_nz）で、「全国書誌」に
日付を入れて検索すると、その日に書誌作成が完了した書誌データの一覧
が表示されます。

2	 以下のＵＲＬで、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Excel 等を利用したツールを紹介しています。	
国立国会図書館サーチリンク集＞2. 図書館職員向けツール	

（http://iss.ndl.go.jp/information/link/#2）

3	 全国書誌（電子書籍・電子雑誌編）には、①オンライン資料収集により
2013 年 7月1日以降にＮＤＬが収集した、インターネット上で公開された電
子情報で、図書や逐次刊行物に相当するもの ( 現在は無償かつDRM( 技
術的制限手段 )のないものが対象 )、②国立国会図書館インターネット資
料収集保存事業（WARP）で収集された公的機関等のウェブサイトから白
書、年鑑、報告書を切り出したもの、のメタデータが収録されています。

4	 使う・つなげる：国立国会図書館のLinked Open Data(LOD)とは
（http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/standards/lod.html）

自館の図書館システム

NDLサーチの
データベース

自館の
データベース

取得した
書誌データ

NDL書誌
データ取込

○×図書館システム

----------------------:--,-----, ----------------------------------

検索

取込

表示

自館の
データベース

MARC形式で
ダウンロード

NDL-
Bib

自館の図書館システム

NDL書誌
データ取込

○×図書館システム

----------------------:--,-----, ----------------------------------

検索

表示

取込

ＮＤＬ - Ｂｉｂからのダウンロードファイルを利用する場合

ＮＤＬサーチの API に対応した図書館システムでデータを利用する場合

自館の図書館システムを検索すると、NDLサーチの全国書
誌データが自動で取得されます。図書館の職員がファイルを
ダウンロードしてシステムに取込む手間がかかりません。

NDL-Ｂｉｂでは、図書館システムで利用しやすいMARC 形
式等 6つの形式でデータをダウンロードできます。多様な検
索項目で入手したいデータを探せます。

先生
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国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。
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我
々
に
と
っ
て
ス
ズ
メ
は
非
常
に
身
近
な

鳥
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
国
立
国
会
図
書
館
東

京
本
館
の
周
辺
で
も
頻
繁
に
そ
の
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
本
書
は
そ
ん
な
ス
ズ
メ
が

主
に
日
本
の
文
化
の
中
で
ど
う
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
か
を
研
究
し
た
一
冊
で
あ
る
。

６
６
８
ペ
ー
ジ
も
の
大
著
で
あ
る
が
、
著
者

は
た
っ
た
一
人
で
こ
れ
を
書
き
上
げ
て
お
り
、

日
本
語
の
本
文
の
ほ
か
、
英
文
も
記
述
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
を
駆

使
し
て
調
査
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ウ
ィ
キ

ペ
デ
ィ
ア
か
ら
図
書
館
の
ア
ー
カ
イ
ブ
、
学

術
論
文
リ
ポ
ジ
ト
リ
ま
で
、
引
用
が
頻
繁
に

な
さ
れ
て
い
る
点
も
本
書
の
特
徴
で
あ
る
。

　

研
究
の
対
象
は
農
業
、
地
名
、
郷
土
玩
具

と
い
っ
た
民
俗
学
的
な
も
の
か
ら
歴
史
書
、

詩
歌
、
絵
画
、
音
楽
、
さ
ら
に
は
生
物
学
、

生
態
学
に
至
る
ま
で
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。

家
紋
や
店
名
、
酒
の
銘
柄
、
新
聞
の
投
書
等
、

非
常
に
細
か
な
知
識
ま
で
扱
わ
れ
て
い
る
が
、

本
書
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
、『
源
氏
物
語
』
の

「
雀
の
子
を
犬
君
が
逃
が
し
つ
る
～
」
の
一
説

は
学
校
の
授
業
で
学
ん
だ
人
も
少
な
く
な
い

だ
ろ
う
。

　

本
書
を
読
ん
で
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
著
者

の
ス
ズ
メ
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
で
あ

る
。
と
に
か
く
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
ス

ズ
メ
に
関
連
す
る
事
柄
を
探
し
出
し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
詳
細
な
説
明
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
日
本
各
地
に
足
を
運
び
、
時
に
は
外
国
に

ま
で
旅
し
調
査
を
進
め
る
。
著
者
が
実
際
に

全
国
を
飛
び
回
り
蒐
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
カ
ラ
ー
写
真
入
り
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
熱
意
が
実
感
で
き
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ほ
ど
ま
で
に
ス
ズ
メ
に
関
す
る
も
の
が
存
在

す
る
の
か
と
驚
か
さ
れ
る
。
や
は
り
そ
れ
ほ

ど
ス
ズ
メ
は
日
本
の
文
化
に
深
く
根
付
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

著
者
は
ス
ズ
メ
研
究
と
い
う
趣
味
の
お
か

げ
で
多
く
の
人
々
と
友
人
に
な
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
を
「
雀
の
恩
返
し
」
だ
と
語
る
。

本
書
は
ス
ズ
メ
に
関
す
る
資
料
集
的
な
性
格

を
持
ち
、
ス
ズ
メ
が
好
き
な
人
、
ス
ズ
メ
研

究
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
に
と
っ
て
は

も
ち
ろ
ん
重
要
な
価
値
の
あ
る
本
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
う
で
な
い
人
に
と
っ
て
も
、
趣
味

を
究
め
る
こ
と
の
面
白
さ
、
奥
深
さ
や
そ
の

過
程
で
の
出
会
い
の
大
切
さ
と
い
っ
た
も
の

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
一
冊
で
あ
る
。

　

な
お
本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
ス
ズ

メ
関
連
の
絵
の
中
に
は
、「
国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
か
ら
引
用
さ
れ

て
い
る
も
の
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
こ
れ
ら

の
資
料
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ

ス
し
、
自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
歌
川

広
重
「
山
茶
花
と
雀
」、
毛
利
梅
園
『
梅
園
禽

譜
』
等
が
そ
の
一
例
で
あ
る
）。
一
職
員
の
立

場
と
し
て
は
、
こ
う
い
っ
た
調
査
研
究
に
当

館
の
資
料
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
と
て

も
喜
ば
し
く
光
栄
に
思
う
。
図
書
館
資
料
を

収
集
し
広
く
公
開
し
て
い
く
と
い
う
当
館
の

使
命
が
実
感
さ
れ
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
る
。

（
青
木 

虎
徹
）

日本のスズメの歴史
The history of the tree sparrow in Japan

田口文男 著
2015.8　668p 図版 26p　27cm
<請求記号　RA567-L174>
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関
西
館
小
展
示
（
第
23
回
）「
犬
も
歩
め
ば
本
に
な
る

―
歴
史
か
ら
研
究
・
物
語
ま
で
―
」

　

古
来
、
私
た
ち
人
と
共
に
生
き
て
き
た
犬
。

　

第
23
回
の
関
西
館
小
展
示
で
は
、
人
と
深
く
関
わ
っ
て
き
た

犬
の
様
々
な
側
面
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

最
初
に
人
と
暮
ら
し
始
め
た
動
物
と
し
て
、
犬
は
、
人
か
ら

影
響
を
受
け
て
今
の
犬
に
な
り
、
一
方
、
人
も
ま
た
犬
を
愛
し
、

影
響
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
犬
と
人
の
紡
い
で
き
た
歴
史
、
犬

が
人
と
暮
ら
す
こ
と
で
獲
得
し
て
き
た
多
様
な
形
質
、
飼
い
犬

と
人
の
暮
ら
し
方
の
変
遷
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
生
物
学
や
医

学
的
な
犬
の
研
究
、
盲
導
犬
や
警
察
犬
か
ら
タ
レ
ン
ト
犬
ま
で

色
々
な
職
業
で
人
の
た
め
に
働
く
犬
、
古
今
東
西
の
作
家
が
描

い
て
き
た
犬
に
至
る
ま
で
、
身
近
だ
け
れ
ど
奥
深
い
犬
と
い
う

生
き
物
に
つ
い
て
、
本
や
雑
誌
約
１
０
０
点
を
用
い
て
お
伝
え

し
ま
す
。

　

戌
年
で
あ
る
今
年
、
本
を
通
し
て
犬
に
触
れ
、
私
た
ち
と
犬

と
の
関
わ
り
を
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

○
開
催
期
間

　

2
月
22
日
（
木
）

　
　

～
3
月
20
日
（
火
）

　
　
（
日
曜
日
を
除
く
）

○
開
催
時
間

　

9
時
30
分
～
18
時

○
場
所

　

関
西
館 

閲
覧
室
（
地
下
1
階
）　

国
際
子
ど
も
図
書
館
講
演
会

「
子
ど
も
の
本
よ
、
世
界
へ
届
け
！

―
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
児
童
図
書
館
の
目
指
す
も
の
」

　

国
際
子
ど
も
図
書
館
は
、
欧
州
の
代
表
的
な
児
童
図
書
館
で

あ
り
国
際
的
な
児
童
書
の
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
知
ら
れ
る

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
児
童
図
書
館
の
館
長
、
ク
リ
ス
チ
ア
ー
ネ
・

ラ
ー
ベ
博
士
を
招
へ
い
し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
講
演
会

で
は
、
世
界
の
児
童
書
・
児
童
文
学
の
振
興
や
文
学
に
お
け
る

多
様
性
の
保
護
を
使
命
と
す
る
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
児
童
図
書
館

の
概
要
と
、
近
年
の
取
組
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
入
場
無

料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
講
演
は
ド
イ
ツ
語
で
行
わ
れ
ま
す
（
日
本
語
の
逐
次
通
訳
が

あ
り
ま
す
）。

○
日
時　

2
月
25
日
（
日
）
14
時
～
16
時
30
分

○
会
場　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

ア
ー
チ
棟
1
階
研
修
室
1

○
対
象　

中
学
生
以
上

○
講
師　

ク
リ
ス
チ
ア
ー
ネ
・
ラ
ー
ベ
博
士

　
　
　
　
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
児
童
図
書
館
長
）

○
定
員　

１
３
０
名
（
事
前
申
込
制
・
先
着
順
）

○
参
加
費　

無
料

○�

申
込
方
法　

電
子
メ
ー
ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
件
名　

欄
に
「
講
演
会
参
加
申
込
」
と
記
載
し
、
本
文
に
次
の
事
項

　

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
②
ご
所
属　

③
ご
連
絡
先

※
電
子
メ
ー
ル
で
の
お
申
込
み
が
で
き
な
い
場
合
や
、
申
込
受

　

付
後
1
週
間
以
内
に
お
送
り
す
る
確
認
メ
ー
ル
が
届
か
な
い

　

場
合
は
、
次
の
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

川崎巨泉 画『おもちや十二支．乾, 坤』
だるまや書店，大正7-8

【請求記号　403-112】

高橋虎雄 著『犬の飼ひ方』
文化生活研究会, 大正15

【請求記号　564-72】

前回の関西館小展示の様子

神坂雪佳 著『百々世草．第2巻』
山田芸艸堂，明治42
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※
定
員
に
達
し
次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先

　

国
立
国
会
図
書
館 

国
際
子
ど
も
図
書
館 

企
画
協
力
課

　

電
子
メ
ー
ル　

ilcl@
kodom

o.go.jp

　

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
５
３
（
代
表
）

子
ど
も
の
た
め
の
絵
本
と
音
楽
の
会

　

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
東
京
・
春
・
音
楽
祭
実
行
委
員

会
と
の
共
催
で
、「
子
ど
も
の
た
め
の
絵
本
と
音
楽
の
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
ピ
ア
ノ
と
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
演
奏
に
あ
わ
せ
て
、

西
内
ミ
ナ
ミ
（
作
）、
堀
内
誠
一
（
絵
）
の
絵
本
『
ぐ
る
ん
ぱ
の

よ
う
ち
え
ん
』
の
朗
読
を
楽
し
む
会
で
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

○
日
時　

3
月
25
日
（
日
）
13
時
30
分
～
、
15
時
～

　
　
　
　
　
（
各
回
約
30
分
）

○
会
場　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

レ
ン
ガ
棟
3
階
ホ
ー
ル

○
出
演　

語
り
・
朗
読
：
西
山
琴
恵　

ピ
ア
ノ
：
秋
場
敬
浩

　
　
　
　

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
：
岡
本
潤

○
対
象　

3
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
お
よ
び
そ
の
保
護
者

　
　

＊
原
則
と
し
て
子
ど
も
1
名
に
つ
き
保
護
者
1
名

○
定
員　

各
回
１
０
０
名
程
度

　
　

＊
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
落
に
か
か
わ
ら
ず
3
月

　
　
　

13
日
（
火
）
ま
で
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

○
申
込
方
法

　

東
京
・
春
・
音
楽
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か

　

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

＊
申
込
受
付
期
間　

2
月
1
日
（
木
）
～
2
月
28
日
（
水
）

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

　

東
京
・
春
・
音
楽
祭
実
行
委
員
会
「
絵
本
と
音
楽
の
会
」
係

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.tokyo-harusai.com

/

　

電
話　

０
３
（
５
２
０
５
）
６
４
９
７

新
刊
案
内

外
国
の
立
法　

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説　

第
２
７
４
号

イ
ギ
リ
ス
の
２
０
１
０
年
ア
カ
デ
ミ
ー
法

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
「
大
都
市
」
設
置
等
の
地
方
団
体
の
見
直
し

―
２
０
１
４
年
法
律
第
56
号
を
中
心
に
―

韓
国
の
国
際
疾
病
撲
滅
基
金
法

中
国
の
国
家
情
報
法

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
０
３
号

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
君
主
国
に
お
け
る
王
位
継
承
制
度
と
王
族
の
範
囲

―
女
系
継
承
を
認
め
て
き
た
国
の
事
例
―

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
国
防
予
算

２
０
０
０
年
代
以
降
の
在
欧
米
軍
再
編
の
動
向

　

―
ロ
シ
ア
に
よ
る
ク
リ
ミ
ア
併
合
後
の
態
勢
強
化
を
中
心
に
―

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
を
め
ぐ
る
議
論

米
国
に
お
け
る
都
市
農
業
の
動
向
（
現
地
調
査
報
告
）

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス　

３
３
４
号

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
中
国
の
取
組
と
科
学
技
術
雑
誌

の
実
態

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
とLa Referencia

図
書
館
向
け
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
の
統
計
に
見
る

開
始
か
ら
3
年
の
状
況

図
書
館
向
け
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況

　

―
京
都
市
右
京
中
央
図
書
館
の
事
例
―

図
書
館
向
け
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
の

取
り
組
み

　

―
静
岡
大
学
附
属
図
書
館
の
事
例
―

国
立
国
会
図
書
館
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
国
会
図
書
館
支
援
の
取
組

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

A4  75頁  季刊  1,800円（税別）
発売　日本図書館協会
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No.274  December 2017
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ISSN 0433-096X

Legislative Information, Translation and Analysis
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韓国 国際疾病撲滅基金法
中国 国家情報法

N
o

.274  D
e

c
e

m
b

e
r 2017

外
国
の
立
法

国
立
国
会
図
書
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新
副
館
長
就
任

　

網
野
光
明
国
立
国
会
図
書
館
副
館
長
が
平
成
29
年
12
月
25
日

付
け
で
退
任
し
、
同
日
付
け
で
坂
田
和か

ず

光こ
う

が
副
館
長
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

お
も
な
人
事

平
成
29
年
12
月
25
日
付
け

<

辞
職>

副
館
長�

網
野　

光
明

<

異
動>　
　

※
（　

）
内
は
前
職

副
館
長
（
専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
長
）�

坂
田　

和
光

調
査
及
び
立
法
考
査
局
長
、
収
集
書
誌
部
長
兼
務
（
収
集
書
誌
部

長
）　

�

大
曲　
　

薫

平
成
29
年
度
国
立
国
会
図
書
館
長
と
行
政
・
司
法

各
部
門
支
部
図
書
館
長
と
の
懇
談
会

　

平
成
29
年
11
月
27
日
、
国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館
に
お
い

て
標
記
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
各
府
省
庁
と

最
高
裁
判
所
に
置
か
れ
た
支
部
図
書
館
の
充
実
に
資
す
る
た

め
、支
部
図
書
館
長
等
を
招
い
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

支
部
図
書
館
26
館
、
分
館
４
館
か
ら
、
46
名
の
支
部
図
書
館
長
、

支
部
図
書
館
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
公
的
部
門
の
情
報
発
信
が
紙
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
と

比
重
を
移
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
て
、国
立
国
会
図
書
館（
中

央
館
）
か
ら
、
中
央
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
、

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
報
告
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル

資
料
の
保
存
や
発
信
に
つ
い
て
支
部
図
書
館
と
現
状
と
問
題
意

識
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

支
部
図
書
館
か
ら
は
、
中
井
雅
之
支
部
厚
生
労
働
省
図
書
館

長
が
、
同
館
の
概
要
と
取
組
に
つ
い
て
報
告
し
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
（
証

拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）
に
つ
い
て
問
題
提
起
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
尾
城
孝
一
氏
（
国
立
情
報
学
研
究
所
オ
ー
プ
ン
サ
イ

エ
ン
ス
基
盤
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
研
究
員
）
が
、「
機
関
リ
ポ

ジ
ト
リ
の
思
想
と
実
践
」 

と
題
し
、
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
現
状

や
今
後
の
展
望
・
課
題
に
つ
い

て
、
日
本
の
デ
ー
タ
登
録
の
現

状
や
、
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
リ

ポ
ジ
ト
リ
推
進
協
会
な
ど
の
組

織
的
な
取
り
組
み
、
海
外
の
状

況
な
ど
を
紹
介
す
る
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
国
立
国
会
図
書
館
長
と
大
学
図
書
館
長

と
の
懇
談
会

　

平
成
29
年
12
月
8
日
、
東
京
本
館
に
お
い
て
標
記
の
懇
談
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
立
国
会
図
書
館
が
、
国
公
私

立
大
学
図
書
館
協
力
委
員
会
委
員
館
の
図
書
館
長
お
よ
び
関
係

機
関
の
代
表
者
を
招
い
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
、
田
中
久
徳
総
務
部
長
か
ら
「
国
立
国
会
図
書
館
の

最
近
の
主
な
取
組
」、
竹
内
比
呂
也
千
葉
大
学
副
学
長
・
附
属

図
書
館
長
か
ら
は
「
オ
ー
プ
ン
化
の
時
代
の
学
術
情
報
基
盤
と

大
学
図
書
館
」
と
題
し
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
電
子
出
版
物
の
納
本
と
長
期
保
存
、
効
率
的
な
デ

ジ
タ
ル
化
の
方
法
、
デ
ジ
タ
ル
資
料
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
必
要
性
、
情
報
環
境
の
変
化
に
対
応
し

た
情
報
の
保
存
と
発
信
、
国
立
国
会
図
書
館
に
よ
る
動
画
の
収

集
、
国
内
文
献
の
保
存
と
提
供
に
関
す
る
大
学
図
書
館
と
国
立

国
会
図
書
館
の
連
携
、
大
学
図
書
館
に
お
け
る
絶
版
等
資
料
の

デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
幅
広
い
内
容
に
つ
い
て
、
質
疑
、
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平成 29 年度国立国会図書館長と行政・
司法各部門支部図書館長との懇談会

平成 29 年度国立国会図書館長と大学図書
館長との懇談会

坂田和光副館長
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